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北信地域公共交通広域調整
検討事業

・地域公共交通に関する検討会
　の開催 16,667

計画（実績）額

事

業

の

概

要

等

目 的
（目指す姿）

野生鳥獣被害対策の実施や生活交通に関する検討等により、生活基盤の維持・確保を目指
す。

現 状 と
課 題

＜野生鳥獣に負けない地域づくり＞
・人口減少や高齢化等により手入れがされなくなった｢山｣と｢里｣の境界線が曖昧にな
　り、野生鳥獣による農林業への被害、人身被害への不安が深刻。
・収穫や伐採がされない柿の木の放置がツキノワグマの誘引となっている集落がある。

＜公共交通に関する検討＞
・公共交通機関の利用者の減少により、各市町村では、デマンドバス等の運行を行う
　などの対策を講じているが、市町村域を越えた広域的、効率的な対応が求められて
　いる。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

＜野生鳥獣に負けない地域づくり＞
・北信地域行政担当者を主な対象とした野生鳥獣の生態を学ぶ学習会の開催により、
　野生鳥獣の習性や被害対策の心構え等基礎的知識を習得。
・人家周辺に放置されている渋柿を、下高井農林高校生徒と社会福祉施設利用者等の
　協働作業(シブガキ応援隊)により収穫、干し柿に加工。

＜公共交通に関する検討＞
・市町村担当課、北陸信越運輸局、県交通政策課等の関係者により、課題の整理と解
　決策を探るための検討会を開催。

事業期間

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容

野生鳥獣に負けない集落づ
くり事業

・野生鳥獣に係る学習会の開催
・シブガキ応援隊による柿の収
　穫等

雪国の生活を支える公共交通・医療等の生活
基盤の整備

0269-23-0201

hokuchi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

成果目標
（成果指標）

＜野生鳥獣に負けない地域づくり＞　防除効果延長　１００ｍ
＜公共交通に関する検討＞　検討会議の開催回数　２回

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
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事
業
実
績
･
成
果

今後の方向性

＜野生鳥獣に負けない集落づくり＞
・学習会を通じ、地域の防除対策の取組が進むよう、電気柵の設置等の指導を進めて
　いく。
・シブガキ応援隊の活動地域を広げ、道の駅などで干柿の販売に繋げていく。

＜公共交通広域調整検討会議＞
・地域公共交通網形成計画の策定（2021年度目標）に向け、市町村等と検討を進めて
　いく。

　
　
　
事
業
実
績
･
成
果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

＜野生鳥獣に負けない集落づくり＞
・野生鳥獣の生態や防除対策等の学習会
　市町村担当者向け7/3(火)、32人参加
　地域住民向け12/13(木)、38人参加
・シブガキ応援隊
　　下高井農林高校生徒、社会福祉施設利用者
　との協働によって、渋柿の収穫、干柿への加
　工を実施
　[収穫作業]　10/24(水)、41人参加
　[加工作業]　10/25(木)、45人参加

・学習会
　　地域の野生鳥獣被害状況の共有
　により、協力して被害対策を講ず
　る意識の高揚が図られた。
・シブガキ応援隊
　　干柿の試験販売を行い、利用者
　の工賃アップに寄与した。
　　地元メディアに取り上げられる
　ことにより、意識の高揚に繋がっ
　た。

＜公共交通広域調整検討会議＞
・管内市町村への個別ヒアリングの実施
・運輸局、市町村職員との意見交換会の実施
　(2回)
・｢地域公共交通網形成計画｣策定に向けた検
　討に着手。

・管内６市町村による地域公共交通
　網形成計画の策定に向け検討を開
　始した。

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


